
高橋洋一＆石平～データとファクトで読み解く残念な中国 

（ まえがき ）あまりにも知恵が足りない中国側が招いた悲劇 

10月 1日建国 70周年を迎えた中国はかつてない試練に直面している最大の試練

は激化する一方の米中貿易戦争、更に米国の制裁は「為替操作国」認定、これは

中国に対する資本自由化の要求に等しく、これを許せば中国は一党独裁の社会

主義体制の旗を降ろさなければならない、こうした情勢を思慮するにつけ中国

には経済外交のエキスパートがいない、と感じざるを得ない。 

1980 年代の日本は対米貿易摩擦の渦中にあり知恵を絞りだして米国側に「貿易

赤字と貿易黒字を争うことは実にくだらないことを認識させた」米国はずっと

膨大な貿易赤字を続けているが経済成長とは無関係（詳しくは本文に詳述） 

石平氏とのやり取りに期待して頂きたい。米国の対中貿易収支は 1990 年以前に

ほぼ収支トントン、2018 年には 4190 億ドルの赤字（高橋洋一） 

第1章 米中貿易戦争の裏側で起きていること 

～これまで価額が上がっていなかった中国からの輸入品～10％の制裁問題の間、

米国が中国から輸入した、中国の輸出品は中国企業が関税分をかぶっていた。 

～メンツの為にトランプに対抗した習近平～中国が米国から輸入する（農産物

が中心）価額はしっかり上がっていて、中国の国民が負担している。 

米国民は輸入の国内価額には極めて敏感に反応し、大統領選挙などに影響が出

てしまうので中国が輸入する米国からの農産物は減少しても、関税増加分を 

農民向けの補助金に回している。 

～価額しか中国の製品には取り柄がない、米国政府はそれを知っている～ 

今一番困っているのは中国の沿岸地域の輸出向け企業で、米国からの注文が 

来なければ経営は成り立たない。 

～米国議会の忠告をよく聞くトランプ～ファーウエイからのバックドア―存在

が世界から指摘され情報が中国側に筒抜けが懸念され米国側に「安全保障の

脅威」を掲げられ完全に守勢に回ってしまった、これはトランプ大統領の功績

だと思う、議会はオバマ時代からズーと警告してきたがオバマは聞く耳を持

たなかった。トランプは制裁関税を、最初は代替品を容易に見付けられ絶対に

価額に転嫁できない分野に関税をかけ、第二・第三弾と価額に転嫁できるか・

できないかを吟味して順番を付けていった。 

戦略的に中国企業と中国経済の弱点を集中的についたわけだ。 

～米国に食わせてもらっているのに応戦した習近平の愚～中国の全輸出額の 

2 割は米国で、しかも毎年の貿易黒字の半分以上を米国から稼いでいたにも拘

らず第 1 弾の米国の貿易制裁関税の第一弾に中国は応戦、トランプは 2 発目

を打ち出した、昨年第 3 弾が発効されると中国は応戦できなくなりトランプ



に泣きを入れたので協議を再開したが習近平は約束を守らない為に制裁関税

第 4 弾を打った、制裁関税を負担している中国企業も長くは続かない。 

～中国は日本式貿易黒字減らしを真似出来ない～経済力の“裏腹”でものとお金

の流れは逆、米国の財政赤字を支えているという言い回し「我が国はドル債を

沢山持っていて、米国の金利は上がらないから我が国の貿易黒字は悪くない」 

 時に「我が国は米国債を売ることはない」と云う、これをさらりと言う、更に

日本は「ドル債投資に加えて米国企業に投資して、そこで雇用も作ります」と。 

 習近平の中国ではやれない弱点だ（中国は資本を入れたら技術移転を強要） 

～合弁でしか進出を赦さなかった中国政府の思惑～普通の国なら現地生産は 

完全に外資 100％を許すが中国は合弁企業を作らせ“海外企業の本社情報を盗

んだので欧米企業は相当怒っていた”怒り心頭で外資側が「撤退する」と云っ

たら「設備や機械は全部置いていけ」とやられる、もはや限界にきているかも。 

～憲法より共産党が偉いという感覚が持てない日本人～中国では土地も所有で

きない、国から借りている、だから国が大家さん、最近になって「社内に共産

党委員会を作れ」と地方政府から命じられて漸く分ってきたらしいが、それで

もまだピンときていない。 

～中国が TPP に入れない理由～TPP の参加は金融の自由化、更には国有企業の

改革を求められるから中国共産党を解体するような話となるので中国は絶対

に TPP に入れない、おそらく日本は米国が TPP に戻る前に英国も入れインド

も入れると思う。 

～一対一路の債務国に対する中国の信じがたい振る舞い～ 

中国は国内消費が徹底的に不足、鉄鋼の年間生産能力は世界全体で 23 億トン

超が中国はその半分超を生産、中国国内の鉄鋼需要は 7 億トンにも足らず需要

減が続いている、余った半分超の生産能力を削減したいが大量の労働者の解雇

にもつながってしまう、そこで一帯一路は海外プロジェクトで過剰生産能力の

問題が収まると、スリランカ・パキスタン・ミヤンマーはじめ各国でトラブル

を起している「中国の債務の罠」には全く悲惨な目に合っている、返済が遅れ

ると、港湾などの運営権を奪っている、イタリアが飛びついて連立政権が混乱

と迷走を続けているドイツも中国に飛びついて大やけどを負った。 

AIIB（アジアインフラ投資銀行）も機能していない。 

第2章 中国の実力を検分する～外貨準備高に見るからくり～ 

正しいものは貿易統計だけだろう～相手国の輸入額と中国の輸出額は大体に

一致だから中国の対外債権額は多分正しい、だが日本的に考えると政府が持っ

ているのは対外債権のごく一部でしかない、従って中国政府が発表している 

外貨準備は数字を大きく操作している懸念は常にある、IMF のボードメンバー

で変動相場制でないのは中国だけで米国は中国が絶対にできないと分かって



いて「資本の自由化」を要求している。 

～「中所得国の罠」に嵌った中国～中国は世界一の石油輸入大国と食量輸入大国

だ（国民一人当たり 100 キロの食糧輸入）だから外貨を獲得するために貿易の

拡大が必要で今の中国は経済発展の段階で中所得の段階（一人当たり GDP1 万

弗程度）で停滞していて先進国入りを逃すというもので今の中国は 8 千ドル

超「中所得の罠を超える際にすべきことは資本を外国から入れる自由な国が

正攻法だが中国は真逆だ」 

～最初にトランプに中国への警戒心を植え付けた安倍首相～ 

最初にトランプに会った時にほとんど中国の話で強烈にインプットされ中国

を警戒するようになった、オバマが米国議会から猛烈に批判を浴びていたの

は中国についてだったことに気が付いた。 

～工業化より消費化に進んでしまった悲劇～中国が 2025 年までに「製造大国」

から「製造強国」へと変わり世界のハイテクはじめロボット・宇宙・バイオな

ど先端技術分野で米国としのぎを削ると、聴かされてもピンとこない。 

 石平のイメージでは中国の技術は物まねしかできず米・日・独とは何十年か後

れを取っている、中国は先進国になる前に工業化の先に消費化が進んでしま

った、したがってこれまでの歴史を見ると中国は「中所得国の罠」を超えられ

ない、中国が技術で突出している携帯でもファーウエイ・ZTE もアップルに

は全く及ばない、商業ベースでは全く遅れてしまって、革新的技術はない。 

～漸く他国のレベルに追いついた中国の GPS～米国がファーウエイと ZTE を潰

してしまうと中国から 10 億のコンシュマー製品が消えてしまうことを中国は

心配すべきで中国は漸く GPS を自前で製造できるようになったが他国を凌駕

するレベルではない。 

～30 年間も騙され続けた日・米～ 

鄧小平は非常に詐欺的なやり方で対米協調路線を取った、30 年間中国に技術

を貢ぎ、お金を貢いだ、中国はこれを使って経済を発展させて、更に日・米は

大事なマーケットも提供した、それを利用した中国は輸出主導で貿易黒字を稼

いだ、幸いにも習近平が指導者となり本性をむき出して「先端技術分野で米国

と競う」「一帯一路を打ち出して米国を市場から排除する」「軍事力を拡大して

南シナ海・東シナ海から米国を追い出す」とやらかして完全に米国を怒らせた。 

～中国に残された 2 つに道～米中対立の局面は「民主主義を選ぶか」と「香港の

混乱」をトランプは攻撃材料とするだろう、中国が最後まで独裁政治を守ろう

と頑張ると恐らく旧ソ連の二の舞となる。 

～ラプラスの悪魔～中国の間違いは一部の人間の頭で社会全てをコントロール 

 出来ると信じたからである（習近平は自分が全知全能だと）政治のトップは 

短期的にはまずい局面もあるけれど長期的にはやはり謙虚さが必要だ。 



第3章 粉飾の大国～投資の失敗という概念がない中国 

10 年以上前に私（高橋）は中国政府によく招かれてセミナーを行っていた、

度々テーマに上ったのが「不良債権問題」で私がその権威なのを中国は知って

いた、中国に不良債権はないと頑張り、どうして私を呼ぶのか不思議だった。 

日本の場合には不良債権とする基準がありわけだが中国にはないから投資の

失敗はない事になる。 

～リーマンショック後の景気刺激策に味を占めた中国～ 

2019 年 8 月中国の中央銀行である人民銀行が出した 19 年 7 月末時点で銀行や 

民間融資を含めた社会融資の残高は 214 兆元で中国の昨年の GDP の 90 兆元

の倍以上に達していた、例えば中国は 2009 年以来、総路線 2 万８千キロ以上

の高速鉄道網を整備、運営してみると１年間の収益で借金の利息の返済にも

足りない体たらくとなっている。今一つ中国の借金事情は国有企業が抱える

借金は 108 兆元と昨年末に発表、GDP が 90 兆元だからそれを上回っている。 

～自らの粉飾の程度が分からなくなっている中国～ 

私（高橋）が唯一正しいと思ったのが輸出入統計で様々な推測をすると、中国

の GDP は石平さんが紹介した中国人民大学の教授と一緒で 0％成長程度と、

輸入の伸びと GDP の伸び率はパラレルな関係にあり GDP の伸び率を推測で

き、殆どゼロ成長に近い結論が導き出された。 

 米中で貿易戦争の落としどころを議論しても中国の実態が分からない習近平

とトランプは政府として自国の実態を把握している米国とでは話にならない。 

 中国側は自分の粉飾で実態を分からなくしたせいで適切な対策も打てない。 

～民間の好循環を生む財産権・特許権の確立～技術開発しても直にパクられる

為、当然トライしない、中国の民間技術開発を伴う設備投資は非常に少なく、

これでは中所得国になれない、中国に政府主導の公共事業の投資は需要が拡

大するだけで技術開発に関係ない、政府のただ単に需要を作るだけの公共投

資は先ず長続きしない、もう限界に来つつある。 

第4章 異形の国の不動産バブルと国際ルール 

～投資対象となり 5 千万戸にも在庫がかさんでいる不動産物件～自分で自分を

ごまかしている中国。日本においては 1990 年代の最初の頃には「まだバブル

を弾けさせるな」という勢力が強かった為、企業会計の導入はされなかった。

1995年から 98年にかけて私（高橋）が様々な先進国の制度を取り入れて整備、 

 一番の肝は「国際会計基準」で、これを導入しなければ西側諸国に相手にされ

ない、制度導入の準備を私が行い、実際にボタンを押したのは竹中平蔵さんだ

った、これは政治的判断で弾けないバブルはないから政治がリスクを負うし

かない。中国は企業会計がないので何も分からない導入したらそれで大混乱

に陥る、自分で自分をごまかしており極めて悲惨な状態が待ち受けている。 



～毛沢東時代に戻れば中国の分割を防げる？ 

 米国も日本もバブルを作る前から製造業は既に経済基盤を確立し国際競争力

を備えていた、その上でバブルを起こして崩壊した。 

中国の問題は基盤を構築する前にバブルを起こしてしまったから崩壊する時

は悲惨だ。 

～誤差脱漏があまりにも大きい中国～毎年 IMF が国際収支統計を発表し、一応

中国は IMFの中で NO2の国だからキチンとしなければならないがどうもおか

しい、輸出額は結構いいが、金の流れは殆ど正確ではない、崩壊を伸ばせば伸

ばすほどリスクを大きくするだけだ。 

～倒産するのが前提の資本主義～倒産すればだれが責任を取るのか？ 

資本主義の倒産は中国ではあってはならない、あれば政権が危うくなる、破裂

しないバブルはない、それが分かっていながら弾けないようにしている中国は

その為に手段を選ばない。 

～大変なのは「両足」を突っ込んだ日本企業～ 

 ドップリつかったのは日本電産位で、多くの企業は分散投資している、殆どは

日中合弁会社なので全然、儲からず技術だけ取られている。 

                              （ 前編 ） 


